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地域保健・医療における
フレイル対策の現状と今後の課題
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老年学・社会科学研究センター フレイル研究部 大須賀 洋祐

　

日
本
老
年
医
学
会
は
、
２
０
１
４
年

に
「
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
新
し
く

提
唱
し
、「
健
康
な
状
態
と
要
介
護
状
態

の
中
間
の
状
態
を
指
し
、
病
気
で
は
な
い

が
、
年
齢
と
と
も
に
筋
力
や
心
身
の
活
力

が
低
下
し
、
介
護
が
必
要
に
な
り
や
す
い

状
態
」
と
定
義
し
た
。
フ
レ
イ
ル
高
齢
者

は
、
身
体
的
な
脆
弱
性
だ
け
で
な
く
、
精

神
心
理
的
な
脆
弱
性
や
社
会
的
な
交
流
の

希
薄
化
な
ど
、
多
面
的
な
問
題
を
抱
え
や

す
い
た
め
、
そ
の
評
価
や
対
策
に
は
個
人

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
性
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

　

本
稿
は
、
最
初
に
⑴
フ
レ
イ
ル
の
歴
史

や
概
念
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
⑵
フ
レ

イ
ル
の
評
価
、
⑶
フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
管

理
対
策
、
⑷
自
治
体
に
お
け
る
効
果
的
な

フ
レ
イ
ル
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
エ
ビ

デ
ン
ス
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
現
状
と

課
題
を
明
記
し
た
。
本
稿
を
通
し
て
、
自

治
体
と
し
て
フ
レ
イ
ル
対
策
を
ど
の
よ
う

に
推
進
す
べ
き
か
、
政
策
を
錬
る
際
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
は
、frailty

（
フ

レ
イ
ル
テ
ィ
：
虚
弱
）
を
語
源
と
す
る
和

製
英
語
で
あ
る
。
日
本
語
の
“
虚
弱
”
に

は
不
可
逆
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち

で
あ
る
た
め
、
可
逆
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
想

起
さ
せ
る
た
め
に
、
敢
え
て
カ
タ
カ
ナ
で

形
容
詞
の
フ
レ
イ
ル
（frail

）
と
表
現
し

て
い
る
。
２
０
０
０
年
以
前
は
、
フ
レ
イ

ル
の
概
念
を
定
義
す
る
方
法
が
な
か
っ
た

た
め
、医
療
・
保
健
従
事
者
に
よ
っ
て
“
フ

レ
イ
ル
（
虚
弱
）
高
齢
者
”
の
臨
床
像
は

異
な
っ
て
い
た
。
２
０
０
１
年
に
、
米
国

の
老
年
医
学
者Fried Linda

が
率
い
る

研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
フ
レ
イ
ル
の
臨

床
像
（
＝
フ
レ
イ
ル
表
現
型
）
が
明
確
に

定
義
さ
れ
て
以
降
⑴
、
フ
レ
イ
ル
の
生
物

学
的
機
序
、
評
価
、
介
入
に
関
す
る
研
究

が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
フ
レ
イ
ル
の
学

術
的
な
定
義
は
、
先
に
説
明
し
た
日
本
老

年
医
学
会
の
定
義
と
若
干
異
な
る
。
学
術

的
に
定
義
さ
れ
る
フ
レ
イ
ル
と
は
、「
中

枢
神
経
系
、
内
分
泌
系
、
免
疫
系
、
筋
骨

格
系
を
含
む
様
々
な
臓
器
の
生
理
学
的
シ

ス
テ
ム
が
加
齢
に
伴
い
累
積
的
に
低
下
し

た
状
態
」
と
定
義
さ
れ
る
⑵
。
こ
の
状
態

は
、
恒
常
性
（
生
理
的
状
態
を
一
定
に
保

と
う
と
す
る
能
力
）
が
正
常
に
作
用
し
づ

ら
い
た
め
、
一
般
的
に
は
大
き
な
健
康
問

題
に
発
展
し
づ
ら
い
軽
微
な
ス
ト
レ
ス

（
尿
路
感
染
症
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
、
そ

の
ス
ト
レ
ス
に
見
合
わ
な
い
ほ
ど
の
予
後

の
悪
化
（
転
倒
、
入
院
、
施
設
入
所
、
死

亡
な
ど
）
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
⑴

（
図
１
）。

　

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
フ
レ
イ
ル
や

プ
レ
フ
レ
イ
ル
（
フ
レ
イ
ル
予
備
群
）
は

中
年
期
で
あ
っ
て
も
観
察
さ
れ
、
健
康
な

人
と
比
較
す
る
と
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
と

報
告
さ
れ
て
い
る
⑶
。
フ
レ
イ
ル
は
高
齢

期
に
な
っ
て
顕
在
化
す
る
健
康
問
題
で
あ

る
が
、
生
理
学
的
シ
ス
テ
ム
の
累
積
な
低

下
は
中
年
期
か
ら
始
ま
る
た
め
、
そ
の
評

価
は
中
年
期
か
ら
高
齢
期
に
か
け
て
継
続

的
に
行
う
こ
と
が
本
来
望
ま
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　

フ
レ
イ
ル
の
評
価
方
法
は
、Fried

ら

は
じ
め
に

は
じ
め
に

フ
レ
イ
ル
の
評
価

フ
レ
イ
ル
の
評
価

フ
レ
イ
ル
と
は

フ
レ
イ
ル
と
は

図1　フレイル高齢者の臨床的特徴
Clegg et al., Lancet, 2013 に基づいて作成

図１

ちょっとしたストレスに弱く、重症化しやすい。

自立

要介護

機
能
性

健康な高齢者

フレイル高齢者

に基づいて作成

軽微なストレス（尿路感染症など）

フレイル高齢者の臨床的特徴

図２　フレイル表現型
Fried et al., J Gerontol A Biol Sci Med Sci., 2013 に基づいて作成

図２

疲労感 筋力の
低下

活動量の
減少

体重減少
（低栄養）

歩行速度の
低下

に基づいて作成

フレイル表現型
フレイル高齢者にみられる つの身体的特徴から定義

（一財）
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が
提
唱
し
た
フ
レ
イ
ル
表
現
型
⑴
（
図
２
）

が
標
準
的
な
評
価
方
法
と
し
て
医
療
・
研

究
機
関
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
お
り
⑷
、

日
本
で
は
改
訂
版J-CH

S

基
準
を
用
い

て
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（
図
３
）。

フ
レ
イ
ル
評
価
の
重
要
性
は
、
医
療
従
事

者
や
高
齢
者
の
間
で
十
分
認
識
さ
れ
て
い

る
⑸
。
し
か
し
、
欧
州
の
調
査
に
よ
る
と
、

日
常
診
療
で
フ
レ
イ
ル
を
定
期
的
に
評
価

し
て
い
る
臨
床
医
は
52
・
８
％
に
過
ぎ
な

い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
内
、
26
・

８
％
が
フ
レ
イ
ル
表
現
型
を
用
い
て
評
価

し
て
い
る
）⑹
。
医
療
機
関
に
お
い
て
フ

レ
イ
ル
評
価
の
導
入
が
進
ま
な
い
要
因
と

し
て
、
⑴
評
価
す
る
時
間
と
人
手
の
不

足
、
⑵
評
価
に
必
要
な
教
育
と
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
不
足
、
⑶
握
力
や
歩
行
速
度
の
測

定
に
機
器
が
必
要
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
て

い
る

（5,7,8）
。
フ
レ
イ
ル
の
評
価
を
医
療
機
関

で
推
進
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な
実
務
上

の
阻
害
要
因
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

我
が
国
で
は
、
２
０
２
０
年
の
４
月
か

ら
「
フ
レ
イ
ル
健
診
」
が
開
始
さ
れ
、
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
、
保
健

指
導
（
疾
病
予
防
・
重
症
化
予
防
）
と
介

護
予
防
（
生
活
機
能
の
改
善
）
の
一
体

的
な
実
施
に
向
け
た
枠
組
み
が
強
化
さ

れ
た
。
フ
レ
イ
ル
健
診
の
主
要
な
目
的

は
、「
後
期
高
齢
者
の
質
問
票
」
を
用
い

て
、
⑴
全
体
的
な
健
康
状
態
、
⑵
心
の
健

康
状
態
、
⑶
食
習
慣
、
⑷
口
腔
機
能
、
⑸

体
重
変
化
、
⑹
運
動
・
転
倒
、
⑺
認
知
機

能
、⑻
喫
煙
、⑼
社
会
参
加
、⑽
ソ
ー
シ
ャ

ル
サ
ポ
ー
ト
の
10
の
領
域
を
評
価
し
、
各

領
域
に
お
い
て
健
康
課
題
が
見
つ
か
っ
た

場
合
に
事
後
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

る
（
い
わ
ゆ
る
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー

チ
）。
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
健
康
課
題
を

複
数
有
し
て
い
る
高
齢
者
は
、
フ
レ
イ

ル
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う

性
質
を
利
用
し
、「
後
期
高
齢
者
の
質
問

票
」
は
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
を
特
定
す
る
た

め
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
指
標
と
し
て
も
役

立
つ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
よ
る
と
、
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
を
最

も
精
度
よ
く
判
別
で
き
る
「
後
期
高
齢
者

の
質
問
票
」
の
カ
ッ
ト
オ
フ
値
は
、
15
項

目
（
15
点
満
点
）
で
評
価
し
た
場
合
、
３

／
４
点
（
感
度
68
％
、
特
異
度
80
％
、
ｃ

統
計
量
０
・
81
）⑼
ま
た
は
４
／
５
点
（
感

度
52
％
、
特
異
度
84
・
３
％
、
ｃ
統
計
量

０
・
76
）⑽
で
あ
り
、
全
体
的
な
健
康
観
、

心
の
健
康
状
態
、
喫
煙
の
領
域
を
除
い
た

12
項
目
（
12
点
満
点
）
で
評
価
し
た
場
合
、

３
／
４
点
（
感
度
56
％
、
特
異
度
86
％
、

ｃ
統
計
量
０
・
79
）⑼
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
レ
イ
ル
高
齢
者
を
特
定
可
能
な
質
問

票
は
、
こ
れ
ま
で
は
20
項
目
ま
た
は
25
項

目
評
価
す
る
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
主

流
で
あ
っ
た
が
、
15
項
目
で
済
む
「
後
期

高
齢
者
の
質
問
票
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

判
別
能
は
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
劣
ら

な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
⑽
。

「
後
期
高
齢
者
の
質
問
票
」
の
カ
ッ
ト
オ

フ
値
を
用
い
て
地
域
在
住
高
齢
者
の
中
か

ら
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
上
で
の
注
意
点
は
、
感
度
が
低
く
、

特
異
度
が
高
い
た
め
、偽
陰
性
（
見
逃
し
）

が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
臨
床

現
場
で
は
「
後
期
高
齢
者
の
質
問
票
」
の

得
点
が
１
点
以
上
で
あ
っ
て
も
フ
レ
イ
ル

を
疑
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

　

国
際
的
に
標
準
化
さ
れ
た
フ
レ
イ
ル
の

評
価
方
法
は
未
だ
議
論
の
最
中
で
あ
り
、

こ
れ
が
医
療
機
関
や
地
域
で
フ
レ
イ
ル
評

価
の
導
入
を
妨
げ
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
⑺
。
し
か
し
、
ど
の
評
価
方
法
も

一
長
一
短
で
あ
り
、
医
療
機
関
や
地
域
の

目
的
や
リ
ソ
ー
ス
に
応
じ
て
適
切
な
評
価

方
法
を
選
択
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

　

フ
レ
イ
ル
の
発
生
に
は
、
社
会
・
人

口
統
計
学
的
要
因
（
加
齢
や
近
隣
環
境

な
ど
）、
身
体
的
要
因
（
肥
満
や
疾
患
な

ど
）、
精
神
心
理
的
要
因
（
う
つ
や
認
知

機
能
な
ど
）、そ
し
て
生
活
習
慣
要
因
（
運

動
・
食
習
慣
な
ど
）
と
い
っ
た
様
々
な
危

険
・
保
護
因
子
が
関
連
し
て
い
る
（
図

４
）。
生
活
習
慣
要
因
は
、
個
人
の
努
力

に
よ
っ
て
変
容
可
能
で
あ
る
た
め
、
フ
レ

イ
ル
予
防
（
健
康
な
状
態
か
ら
フ
レ
イ
ル

な
状
態
へ
の
移
行
防
止
）
の
基
本
的
な
戦

略
は
、
適
切
な
運
動
と
食
行
動
の
習
慣
化

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
対
策
が
、

フ
レ
イ
ル
へ
の
移
行
を
抑
制
で
き
る
の
か

否
か
、
そ
の
有
効
性
を
示
す
知
見
は
、
実

は
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は

フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
す
る
最
新
の
介
入
研

究
の
結
果
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
研

究
で
は
、
３
１
８
名
の
プ
レ
フ
レ
イ
ル

高
齢
者
を
対
象
に
、
８
週
間
の
栄
養
指

導
（
栄
養
教
育
と
料
理
教
室
）
と
10
週
間

の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス

運
動
）
の
併
用
介
入
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の

単
独
介
入
が
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
後
２
年

間
に
わ
た
り
、
フ
レ
イ
ル
表
現
型
得
点
の

変
化
が
観
察
さ
れ
た
が
、
介
入
群
と
対
照

群
の
間
で
得
点
の
変
化
に
差
は
見
ら
れ
て

い
な
い
⑾
。
生
活
習
慣
の
適
正
化
に
よ
る

フ
レ
イ
ル
予
防
の
有
効
性
を
検
証
す
る
に

は
、
よ
り
長
期
的
に
個
人
を
支
援
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
域
に
対
す
る
介
入
は
、
そ
の
有
効
性

を
確
認
す
る
の
に
さ
ら
に
時
間
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
る
。
東
京
都
大
田
区
で
実
施

さ
れ
た
地
域
介
入
研
究
で
は
、
18
の
地
区

図４

フレイルの発生に関連する要因

に基づいて作成（著者一部加筆）

身体的要因 精神的要因社会的要因 生活習慣

図４　フレイルの発生に関連する要因
Feng et al., PLoS ONE, 2017 に基づいて作成（著者一部加筆）

図３

日本語版：国立長寿医療研究センター 佐竹昭介 健康長寿教室テキスト第 版 より

2020年改訂 日本版CHS基準
項目 評価基準

体重減少 6か月で、2 kg以上の（意図しない）体重減少

筋力低下 握力（男性28 kg未満、女性18 kg 未満）

疲労感 （ここ2週間）わけもなく疲れたような感じがする

歩行速度 通常歩行速度が1.0 m/s未満

身体活動 「軽い運動・体操」「定期的な運動・スポーツ」をいずれも週に1回もしていない

３つ以上該当１～２つ該当

プレフレイル フレイル
図３　2020年改定　日本版CHS基準

Satake et al., Geriatr Gerontol Int, 2020
日本語版：国立長寿医療研究センター . 佐竹昭介 . 健康長寿教室テキスト第 2 版 . P.2 より

フ
レ
イ
ル
の
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と
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対
策

フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
管
理
対
策
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を
対
象
に
、
３
の
介
入
地
区
と
、
15
の
対

象
地
区
を
設
定
し
、
地
域
高
齢
者
の
フ
レ

イ
ル
や
健
康
状
態
に
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
す
か
調
べ
ら
れ
た
。
介
入
内
容

は
、
地
域
の
人
々
と
協
力
し
な
が
ら
フ
レ

イ
ル
予
防
を
推
進
す
る
も
の
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
薬
局
、
商
店

街
、
市
職
員
な
ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
通
じ
て
、
フ
レ
イ
ル

予
防
に
関
す
る
啓
発
活
動
（
食
事
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
配
布
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
な
ど
）
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

介
入
地
区
で
は
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
へ
の

認
知
度
が
向
上
し
、
活
動
的
な
人
々
の
間

で
は
、
身
体
機
能
や
食
生
活
に
良
い
影
響

が
観
察
さ
れ
た
。
し
か
し
、
２
年
間
の
介

入
期
間
で
は
、
フ
レ
イ
ル
保
有
率
に
地
域

差
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
レ
イ
ル
が
進
行
し
て

い
な
い
健
康
な
高
齢
者
の
間
で
は
、
フ
レ

イ
ル
予
防
に
対
す
る
動
機
づ
け
の
強
化
→

生
活
習
慣
の
適
正
化
→
フ
レ
イ
ル
へ
の
進

行
防
止
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
そ

の
有
効
性
を
検
証
す
る
に
は
、
少
な
く
と

も
２
年
以
上
の
介
入
・
観
察
期
間
が
必
要

で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
フ
レ
イ
ル
予
防

を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
ポ
ピ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
よ
り
長
期

的
な
研
究
に
よ
っ
て
開
発
・
検
証
作
業
を

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
フ
レ
イ
ル
に
な
っ
た
後
の
管
理

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か

の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
の
有
効
性
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施

さ
れ
た
研
究
に
よ
る
と
、
フ
レ
イ
ル
高
齢

者
を
対
象
に
、
介
入
群
に
は
フ
レ
イ
ル
表

現
型
の
各
領
域
に
焦
点
を
当
て
た
多
角
的

な
治
療
を
提
供
し
、
対
照
群
に
は
通
常
の

ケ
ア
が
提
供
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
12
ヶ

月
後
に
介
入
群
の
フ
レ
イ
ル
の
保
有
率
は

14
・
７
％
減
少
し
て
い
た
⑿
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
研
究
で

は
、
１
５
１
名
の
フ
レ
イ
ル
・
プ
レ
フ
レ

イ
ル
高
齢
者
を
対
象
に
、
６
ヶ
月
間
の
運

動
、
栄
養
補
充
、
認
知
訓
練
、
こ
れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
の
多
因
子
介
入
が
フ
レ
イ
ル

に
及
ぼ
す
影
響
が
評
価
さ
れ
た
。
12
ヶ
月

後
、
対
照
群
の
フ
レ
イ
ル
の
改
善
率
が

15
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
介
入
群
の
改

善
率
は
さ
ら
に
顕
著
で
あ
っ
た（
35
・
６
％

～
47
・
８
％
の
改
善
）⒀
。

　

多
因
子
介
入
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
実
施
さ
れ
た
大

規
模
フ
レ
イ
ル
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
さ
ら
に
厳
密
に
確
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
研
究
で
は
、
移
動
能
力
が
低
下

し
た
１
，５
１
９
名
の
高
齢
者
（
お
お
よ

そ
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
に
該
当
す
る
高
齢

者
）
を
対
象
に
、
介
入
群
に
は
、
個
別
の

栄
養
相
談
と
中
強
度
の
身
体
活
動
介
入
が

施
設
で
週
２
回
、
自
宅
で
週
４
回
提
供
さ

れ
、
対
照
群
に
は
健
康
教
育
が
月
に
１
回

提
供
さ
れ
た
。
移
動
障
害
の
発
生
率
を
３

年
間
追
跡
し
た
結
果
、
介
入
群
は
対
照
群

と
比
較
し
て
移
動
障
害
の
発
生
率
が
22
％

低
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
⒁
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
結
果
は
、
フ
レ
イ
ル
の

管
理
対
策
は
、
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
が
抱
え

る
健
康
課
題
に
対
し
多
角
的
に
対
処
す
る

多
因
子
介
入
が
基
本
的
な
戦
略
で
あ
り
、

こ
の
介
入
は
フ
レ
イ
ル
を
低
減
し
、
移
動

能
力
を
改
善
す
る
の
に
有
効
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
点
は
、
こ

れ
ら
の
研
究
は
す
べ
て
病
院
で
実
施
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

と
し
て
医
療
機
関
で
実
施
す
べ
き
介
入
戦

略
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
フ
レ
イ
ル
を
管
理
す
る
た
め

の
医
療
従
事
者
向
け
の
国
際
的
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
２
件
報
告
さ
れ
て
い
る

（5,15）
。
こ

れ
ら
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
共
通
し
て
推
奨

し
て
い
る
管
理
対
策
に
は
、
⑴
高
齢
者
の

健
康
状
態
を
多
角
的
に
評
価
す
る
こ
と
、

⑵
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
含
む

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
処
方
す
る
こ
と
、
⑶

不
適
切
／
過
剰
な
薬
剤
の
減
薬
ま
た
は
中

止
す
る
こ
と
で
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
多

剤
併
用
）
に
対
処
す
る
こ
と
、
⑷
疲
労
感

の
原
因
（
う
つ
、
貧
血
、
低
血
圧
、
甲
状

腺
機
能
低
下
症
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

12

欠
乏

症
）
を
特
定
し
、
修
正
可
能
な
場
合
は
、

そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
、
⑸
（
意
図
的
で

は
な
い
）
体
重
が
減
少
し
て
い
る
高
齢
者

に
対
し
て
は
、
可
逆
性
の
あ
る
原
因
を
特

定
し
、
場
合
に
よ
っ
て
食
生
活
の
見
直
し

や
タ
ン
パ
ク
質
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
を

検
討
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
対
策
は
、
自
治
体
に
お
い
て
フ
レ
イ

ル
高
齢
者
を
発
見
し
た
際
に
適
切
な
医
療

に
接
続
す
る
上
で
配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

で
あ
ろ
う
。

　

令
和
２
年
度
に
始
ま
っ
た
「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
事
業
の
一
体
的
実

施
」
で
は
、
フ
レ
イ
ル
対
策
を
推
進
す
る

た
め
に
「
通
い
の
場
」
の
設
置
が
推
奨
さ

れ
て
い
る
。
通
い
の
場
で
は
、
住
民
が
主

体
と
な
り
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど

の
専
門
職
が
効
果
的
に
関
与
し
、
様
々
な

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
各

自
治
体
で
効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
我
々
は
、
老
人
保
健
健
康
増

進
等
事
業
の
一
環
で
、
⑴
東
海
北
陸
管
内

６
県
（
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
、
静

岡
県
、
石
川
県
、
富
山
県
）
の
自
治
体
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
通

い
の
場
事
業
の
プ
ロ
セ
ス
評
価
（
①
理

解
度
、
②
調
査
・
計
画
状
況
、
③
体
制
・

連
携
状
況
、
④
実
施
状
況
、
⑤
評
価
状

況
、
⑥
調
整
・
改
善
状
況
）、
⑵
日
本
老

年
学
的
評
価
研
究
に
参
画
す
る
自
治
体
を

対
象
と
し
た
通
い
の
場
の
有
効
性
検
証
、

⑶
⑴
と
⑵
の
結
果
に
基
づ
い
て
、good 

practice

を
展
開
し
て
い
る
自
治
体
を
対

象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
フ
レ
イ
ル
予
防
に
効
果
的
な
事
業

の
進
め
方
を
提
案
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
多
く
の
自

治
体
が
、
通
い
の
場
の
「
理
解
度
」
や

「
実
施
状
況
」
は
良
好
と
報
告
し
て
い
た

の
に
対
し
、「
評
価
状
況
」
は
評
価
が
低

い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
総
合
得
点

の
上
位
と
下
位
の
10
自
治
体
を
比
較
し
た

結
果
、
下
位
の
自
治
体
で
は
、
通
い
の
場

の
「
評
価
状
況
」、
お
よ
び
「
調
整
・
改

表１

「通いの場」の事業プロセス評価

令和 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業補助金老人保健健康増進等事業
「通いの場におけるフレイル予防の促進へ向けた効果的な手法に関する調査研究」報告書

国立研究開発法人国立長寿医療研究センターより

スコア1
理解度

スコア2
調整・計画

スコア3
体制・連携

スコア4
実施

スコア5
評価

スコア6
調整・改善

上位
10自治体 94.4 78.1 85.0 80.0 63.8 70.6

下位
10自治体 62.5 42.0 43.1 47.5 19.6 29.4

表１　「通いの場」の事業プロセス評価

令和 5 年度厚生労働省老人保健健康増進等事業補助金老人保健健康増進等事業
「通いの場におけるフレイル予防の促進へ向けた効果的な手法に関する調査研究」報告書

国立研究開発法人 国立長寿医療研究センターより

自
治
体
に
お
け
る

自
治
体
に
お
け
る

効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
対
策
の
進
め
方

効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
対
策
の
進
め
方
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善
」
に
関
わ
る
項
目
の
点
数
が
低
か
っ

た
。
た
だ
し
、
上
位
の
自
治
体
で
も
、
こ

れ
ら
２
つ
の
項
目
は
他
の
項
目
と
比
較
し

て
低
く
、
ど
の
自
治
体
に
お
い
て
も
通
い

の
場
の
「
評
価
」
と
「
調
整
・
改
善
」
に

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
（
表
１
）。
こ
れ
は
、
通
い
の
場

の
重
要
性
を
認
識
し
事
業
を
実
施
す
る
と

こ
ろ
ま
で
は
比
較
的
上
手
く
い
っ
て
い
る

が
、
そ
の
事
業
に
対
す
る
評
価
（
事
業
が

効
果
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
自
己
点

検
す
る
こ
と
）
と
改
善
策
の
提
案
に
つ
い

て
頭
を
抱
え
て
い
る
自
治
体
が
多
い
実
情

を
示
し
て
い
る
。
事
業
の
有
効
性
を
評
価

し
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
に
は
、
デ
ー
タ

の
収
集
と
解
析
、
解
析
結
果
を
解
釈
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
学
術
機

関
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
効
果
的

な
取
り
組
み
が
期
待
で
き
る
。

　

有
効
性
検
証
の
結
果
、
通
い
の
場
の
参

加
者
は
非
参
加
者
と
比
較
し
て
、
フ
レ
イ

ル
の
発
症
率
や
新
規
要
介
護
認
定
率
（
要

介
護
２
以
上
の
認
定
）、
健
康
寿
命
喪
失

率
（
要
介
護
認
定
２
以
上
お
よ
び
死
亡
）

が
低
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま

た
、
そ
の
有
効
性
は
、
⑴
通
い
の
場
へ
の

参
加
頻
度
が
高
い
ほ
ど
、
⑵
後
期
高
齢
者

ほ
ど
、
よ
り
顕
著
に
観
察
さ
れ
た
。

　

⑴
と
⑵
の
結
果
に
基
づ
き
、good 

practice

と
し
て
静
岡
県
伊
豆
市
、
愛
知

県
知
多
市
、
愛
知
県
名
古
屋
市
、
愛
知
県

東
浦
町
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ

た
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
共
通
点
と
し

て
、
①
専
門
職
と
住
民
が
連
携
し
、
介
護

予
防
や
「
通
い
の
場
」
の
重
要
性
を
地
域

に
伝
え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
、

②
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
「
通
い
の

場
」
を
計
画
し
、
支
援
し
て
い
る
、
③
通

い
の
場
の
近
況
と
解
説
・
運
営
に
関
す
る

情
報
発
信
と
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
一
方

で
、
共
通
の
課
題
と
し
て
通
い
の
場
の

リ
ー
ダ
ー
や
メ
ン
バ
ー
の
不
足
・
高
齢
化

も
挙
げ
ら
れ
た
。

　

名
古
屋
市
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
を
活
用
す
る
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実

し
て
い
る
一
方
、
住
民
へ
の
情
報
周
知
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
知
多
市
で

は
、
医
学
的
評
価
を
基
に
し
た
柔
軟
な
運

営
が
特
徴
で
あ
る
が
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン

ツ
創
出
が
課
題
で
あ
っ
た
。
伊
豆
市
は
地

元
企
業
と
連
携
し
た
多
様
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
る
が
、
集
え
る
場
所
が
少
な

い
と
い
う
課
題
が
見
ら
れ
て
い
た
。
東
浦

町
で
は
、
住
民
と
協
力
し
、
徒
歩
圏
内
に

「
通
い
の
場
」
を
構
築
し
、
行
政
の
健
康

教
室
か
ら
住
民
主
体
の
活
動
へ
の
移
行
を

支
援
し
て
い
る
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　

通
い
の
場
へ
の
参
加
は
、
フ
レ
イ
ル
の

発
症
や
要
介
護
状
態
へ
の
進
行
を
防
止
す

る
上
で
有
効
で
あ
る
と
い
う
確
か
な
根
拠

を
確
認
で
き
た
一
方
で
、
地
域
に
お
け
る

効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
対
策
の
進
め
方
は
、

通
い
の
場
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
（PD

CA

サ
イ
ク
ル
）
の
循
環
を
良
好
に
促
せ
る
か

否
か
が
カ
ギ
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
通
い
の
場
の
特
色
や
課

題
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
か
ら
、

住
民
と
向
き
合
う
こ
と
の
重
要
性
も
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

本
稿
は
、
フ
レ
イ
ル
の
概
念
、
評
価
、

予
防
と
管
理
、
自
治
体
に
お
け
る
効
果
的

な
フ
レ
イ
ル
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

既
存
の
知
見
と
課
題
を
集
約
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
方
向
性
を
示
し
た
。
超
高
齢

社
会
に
突
入
し
た
我
が
国
に
と
っ
て
、
フ

レ
イ
ル
に
関
す
る
研
究
と
政
策
は
、
社
会

保
障
の
根
幹
を
な
す
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
。
一
方
で
、
少
子
化
が
加
速
す
る
我
が

国
に
お
い
て
、
時
間
的
効
率
性
や
費
用
対

効
果
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
克
服
す
る
に
は
、
フ
レ
イ
ル
の

評
価
や
介
入
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
挑

戦
的
か
つ
革
新
的
な
研
究
と
こ
れ
ら
を
素

早
く
導
入
し
、
応
用
す
る
自
治
体
の
対
応

が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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【職歴】
日本学術振興会特別研究員として2013年に筑波大学体育
系、2014年に宇宙航空研究開発機構有人宇宙技術部門に
所属。2016 年に東京都健康長寿医療センター研究所自立

促進と精神保健研究グループにて常勤研究員として採用され、2021年にテ
ニュア取得。2023年１月より国立長寿医療研究センターに副部長として着任。
2022年11月 より Neuroscience Research Australia に て Visiting Research 
Fellow を兼務。

【専門領域】
専門領域は老年体力医学。フレイル・サルコペニアに関する疫学研究、特に、
運動や栄養療法を中心とした非薬物療法臨床試験に精通し、これまでに多く
のランダム化比較試験を主導し、その成果を国際誌に公表している。
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